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 ７ 月 下 旬 、 北 ア ル プ ス ・ 針 ノ 木 岳

（ 2821 ㍍）に出かけた。夜行バスを扇

沢で降り、初日は針ノ木雪渓から蓮華

岳に登り針ノ木小屋泊まり。２日目、

針ノ木岳を越え、国境稜線を縦走して

種池山荘泊まり。３日目は爺ヶ岳往復

の後、扇沢に下る計画。  

 早朝６時、扇沢を出発。大沢小屋へ

はブナ林の中の快適な登りである。時

折イワナシの可憐な花が目をひく。大

沢小屋からは沢沿いの登り下りとなる。

タテヤマアザミ、オヤマリンドウ、ニ

ッコウキスゲなどが色鮮やかである。  

 ８時１０

分、針ノ木

雪渓末端に

着きアイゼ

ンを着ける。

雪渓を渡る

涼風が心地

良い。両岸から聞こえるウ

グイスやイワヒバリの協奏

曲に心が和む。９時５０分、

アイゼンを脱ぎ、後はガレ

た斜面のジグザグ登りとな

る。チングルマ、シナノキ

ンバイ、ミヤマキンポウゲ、

モミジカラマツなどが目を

楽しませてくれる。１１時、

針ノ木小屋到着。  

 小屋に荷を置き蓮華岳に

登る。蓮華岳はコマクサの

宝庫である。山頂付近の岩

礫のあちこちから健気に顔

をのぞかせ

る薄紅色の

コマクサの

群落に感動

した。  

 翌日は朝

６時に小屋を発って、針ノ木岳、スバ

リ岳、赤沢岳、鳴沢岳を縦走して午後

３時に種池山荘に着いた。途中、針ノ

木岳信濃側  

斜面一帯のシナノキンバイの大群落に

は息を呑んだ。稜線路の足元を彩るコ

針ノ木岳に花を愛でる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

針ノ 木岳 (赤 沢岳 から )  

赤沢 岳 (スバ リ岳 から )  



イワカガミ、アオノツガザクラ、ミヤ

マオダマキなどとの出会いがまた楽し

かった。種池近くでは、キヌガサソウ

の優雅な集団の出迎えに感激した。  

 また、ガスの晴れ間の赤沢岳山頂で

は、青緑色に輝く黒部湖を隔てた剣岳  

の威容に圧倒された。  

 次の日は爺ヶ岳に登り、柏原新道経

由で昼過ぎには扇沢に下山、花を堪能

した山旅を終えた。     

蓮華 岳 (柏原 新道 から )  

 


